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１．ジョージア⼯科⼤学での研究活動 
  機械学習を⽤いた低分⼦と新型コロナウイルスタンパク質のドッキングスコア代理予測モデルの開発に
取り組みました。ウイルスタンパク質の他のタンパク質との結合部位に薬となる低分⼦が結合できればタンパ
ク質同⼠の結合及びに相互作⽤、結果的にはウイルスタンパク質の機能が阻害されるため、ドッキングスコア
の予測はウイルス感染症の治療薬の開発の⼿段となり得ます。 

私は所属している京都⼤学では⽣化学系の分野を専⾨としており、コンピューターサイエンスに関しては
初⼼者でしたが、将来的に研究者として⽣命現象に対してビッグデータなどを駆使しながらアプローチできる
ようになりたいと思い、今回はバイオインフォマティクスを専⾨とした研究室に参加させていただきました。
やはり知識やスキルとしては元々⾜りない部分も多かったため、アメリカ渡航前、渡航後共にプログラミング
や機械学習について勉強しながらの研究になりました。メンターの⽅に全⾯的にサポートしてもらいつつ、⾃
分でも研究内容に関連している⽂献を探して⾃分の研究に⽣かせそうな部分、⾃分の研究の中で新たに改善で
きそうな部分などを取りいれながらモデルの開発に取り組むと⾔うかたちでした。ラボミーティングにも参加
させてもらい、⾃分も実際に発表者として⾃分が読んだ⽂献や取り組んでいる研究についてプレゼンする機会
をもらいました。 
 
２．研究活動における⽇⽶の違い 

⽇⽶間で⼤きく違うと感じたのは、アメリカにおける選択肢の多様性です。特に進路に関して⾔え
ば、⽇本では暗黙のうちに選択肢がなんとなく決まっていてその中でどの道を選ぶか、という流れで進路
を決定し、また⼀つのキャリアを貫き通すのが⼀般的だと思いますが、アメリカではどういった進路をど
のタイミングで歩むのかが⼈それぞれで⾮常に⾃由度が⾼いと感じました。例えば、アメリカでは複数の
分野での PhD を取得する⼈なども多くいますが、これは博⼠課程において「雇⽤」という⾯が強く⾦銭
⾯の負担が少ない、また、年齢がその後の就職においてほぼ影響しないアメリカならではだと思いまし
た。 

また、アメリカでは⽇本よりも多くの学部⽣が学年に関わらず研究室に出⼊りしており、主に博⼠課
程学⽣のメンターについて研究に参加していました。学部⽣が、配属という形ではなく⾃分で⼊りたい研
究室を探してそこに所属するというのがメジャーであるのも⽇本と異なると思いましたし、博⼠課程の
学⽣が⾃分のメンティーを持つことで、「教育者」としての資質も鍛えられるというのは⾯⽩いと思いま
した。 

 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 

アメリカでは⽇本よりも思ったことを遠慮せずに尋ねる、発⾔する⾵習が強いと感じました。⾃分の
要望を気兼ねなく⾔いやすい点や知らない⼈とも何気ない会話を楽しめるという点で魅⼒を感じました
が、⽇本での⽣活のように遠慮をしたり相⼿の反応を窺いすぎると思ったように事が進まない場⾯が多
く、意識的に⾃分の意志を表⽰することが必要でした。 

また、私は海外経験があまりない状態でのプログラム参加であり、周りの⼈がほとんど⽇本⼈ではな
いという状況の中での⽣活は初めてでしたが、そういった環境に置かれて初めて偶然⽇本⼈を⾒かける



と仲間意識を感じたり、⽇本の良さを改めて発⾒するなど⽇本への帰属意識を感じました。強すぎる帰属
意識というのは問題にもなり得ますが、⾃分の⽇本⼈としてのアイデンティティを⾃覚することは、現地
の⽇本⼈と同じバックグラウンドを持つ仲間として交友を深められることはもちろん、異なるバックグ
ラウンドを持つ⼈と交流する際にも⾃分の育ってきた⽂化がどういった所なのかを伝えることで⾃分が
どういう⼈間なのか理解してもらうことができるという点で、多様性のあるアメリカで⽣活するには重
要な感覚であると思いました。 

また、⼤学の周りには⾊々な国の料理を⾷べられるレストランが多くて楽しかったです。(現地の料理
がどれほど忠実に再現されているかはわからないですが。) 
 
４．本プログラムに参加の成果・意義 

まず、研究活動の項でも⾔及したように、私は将来の研究活動に⽣きるようなコンピュテーショナル
バイオロジー、バイオインフォマティクスの知識、スキルを学びたいという思いがあったので、実際の研
究活動を通してそれらを学べたのは⾮常に良い経験だったと思います。⾃分の専⾨分野に関する研究室
に所属してその分野への熱量、スキルをさらに⾼める⼈、全く新しい分野に⾝を投じる中で新しい興味を
⾒つける⼈や、逆にやっぱり⾃分の元の専⾨分野を極めたいと再確認する⼈など様々なパターンがあり
ますが、２ヶ⽉という短期間のプログラムであるのでどのような感想を持ったとしても新しい知⾒が得
られる、進路決定につながる経験が得られるといった意味でプラスになると思います。 

また、プログラム参加前には漠然と選択肢としてある状態だった「アメリカでの PhD 取得」がプロ
グラムを通して具体的に⽇⽶の違いを実感、アメリカでの⽣活をイメージすることができ、より⾝近なも
のになったことは⾃分の今後の進路決定にとって⾮常に⼤きかったです。 

そして、メンター、PI、共にプログラムに参加した仲間たちや現地の学⽣をはじめとした多くの⽅々
からたくさんの刺激をもらいましたし、今後研究者を⽬指すにあたってのアドバイスも多くいただきま
した。このプログラムを通して得られるすべての出会いが本当にかけがえのないものであるとプログラ
ムの最中も、またプログラムを終えてからも何度も実感します。 

 
５．その他 
今回のプログラム全体を通して、通常２ヶ⽉では⼿に⼊れられないようなたくさんの経験、出会い、

学びを得ることができ本当に密度の濃い夏休みを過ごせたと思います。最後に、私を研究室に受け⼊れ、
様々な学びの機会をくださったmentorの Wenqi, PIの Dr. Wang をはじめとする Bio-MIB labのメンバ
ー、プログラム運営、現地での⽣活をサポートしてくださった⼩川さんをはじめとする中⾕財団の⽅々や
Soojung、⾼⼭先⽣などのジョージア⼯科⼤学の⽅々、及びに JP/US fellows、 JSA メンバー, RIES の
OB,OG の⽅々などこのプログラムを通して⾊々な⾯からわたしたちをサポートしてくださったすべて
の皆様に深く感謝申し上げます。 
 
 

 


